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問題 

未知人物の音声から，顔が期待値以上に推定

できることが示されている(Kamachi et al., 2003; 

Lachs & Pisoni,2004; Lander et al.,2007)。また性差

についても報告されており，女性の方が男性よ

りも推定能力が高く，なかでも表現の個人差の

少ない昔話文が有利とされる（粟津,2011,Figure 

1）。加えて，人物刺激によって推定の容易さが

異なる可能性が指摘されている（粟津,2012）。 

上記の研究から，以下の 3点について検討が

必要と考えられる。まず，声から顔を推定する

プロセスとして、音声の印象と顔の印象の一

致，もしくは骨格等から声を結びつける学習が

自然と行われている可能性についてである。次

に，女性の推定能力が高い理由として，女性が

表情を読み取るのが得意である（山口,2022）こ

とが関係している可能性についてである。最後

に，声から顔を容易に推定しやすい人物が存在

するのか，また存在するとしたらその特徴がど

のようなものであるかという点である。 

本研究では，上記 3点を検討するにあたり，

まず粟津（2011）の追試研究を行い，本当に声

から顔を特定することが可能なのか検討する。 

 
Figure 1 

粟津 (2011) の結果より筆者らが作成した図  

 
 

予備実験 

方法 

協力者 大学生 40名（女性 20名，男性 20

名）が参加予定である。実験終了後，全刺激人

物が未知であることを確認する。 

刺激 実験協力者と同世代の人物 10名（女性

5名，男性 5名）を顔写真および音声のモデルと

して選定した。顔写真は，アクセサリー等を外

し，統制された条件下で撮影した。      

音声は，昔話文「昔々あるところにおじいさん

とおばあさんが住んでいました。」と，会話文

「今日はありがとう。次いつ遊ぶ？」の 2つの

条件で録音した。昔話文はナレーションのよう

に平坦に発話するように，会話文は普段通り発

話するように求めた。 

手続き 参加者に写真を PC画面で，音声をヘ

ッドホンから呈示する。実験が開始すると，音

声がランダムで 1つ呈示され，その後で音声と

同性の顔写真がランダムに 5枚呈示される。5枚

の顔写真から音声の持ち主だと思われる者を 1

名選択する。音声の呈示順序はランダムとし，

計 20試行行う。 

結果の予測 

 音声から顔の推定が期待値以上可能なことが

予測される。また，男性よりも女性の方が推定

能力に長けている可能性がある。粟津（2012）

の先行研究より，刺激による推定しやすさに差

はあまり見られず，推定しやすい特定の人物は

存在しないと予測される。 

展望 

今後，「なぜ声から顔を推定できるのか」につ

いて，顔印象形成研究の観点から，読み取られ

る側の要因として骨格から声がわかるのか，ま

た，読み取る側の要因として表情認知のように

性差があるのか等について研究したい。 
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